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鈴
木
理
生
先
生
追
悼
特
集

◇
は
じ
め
に

　

京
橋
図
書
館
は
明
治
四
三（
一
九
一
〇
）

年
八
月
に
東
京
市
立
簡
易
図
書
館
と
し
て

設
立
認
可
さ
れ
、
今
年
で
一
〇
五
周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
の
歴
史
の
中
で
資
料
室
と

利
用
者
と
の
連
携
を
密
に
す
る
と
い
う
目

的
で
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
六
月
に

『
郷
土
室
だ
よ
り
』
が
創
刊
さ
れ
て
、
前
回

で
ち
ょ
う
ど
一
五
〇
号
に
な
り
ま
し
た
。

年
数
で
言
う
と
四
十
二
年
の
歳
月
を
経

て
、
刊
行
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

鈴
木
理
生
先
生
に
は
、
平
成
二
（
一
九

九
〇
）
年
七
月
発
行
の
第
六
八
号
か
ら
執

筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
連

載
テ
ー
マ
に
は
、「
中
央
区
の
海
岸
線
」「
中

央
区
の“
み
ち
”」「
中
央
区
の“
橋
”」「
続
・

中
央
区
の
“
橋
”」「
変
り
ゆ
く
都
市
像
」
が

あ
り
ま
す
。
前
号
ま
で
の
「
変
り
ゆ
く
都

市
像
」
が
連
載
継
続
予
定
で
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
去
る
三
月
四
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。
鈴
木
先
生
は
、
都
市
史

研
究
家
で
あ
り
、
江
戸
を
は
じ
め
と
す
る

都
市
の
形
成
と
変
遷
、
流
通
や
交
通
体
系

に
精
通
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
質
学

や
考
古
学
の
知
見
を
も
持
ち
、
実
証
的
な

都
市
史
研
究
を
行
い
ま
し
た
。『
江
戸
と
江

戸
城
』『
江
戸
と
城
下
町
』
や
『
江
戸
の
川
・

東
京
の
川
』『
江
戸
の
都
市
計
画
』
な
ど
著

書
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
鈴
木
先
生
に
執
筆
担
当
し

て
い
た
だ
い
た
連
載
の
内
容
紹
介
と
、
執

筆
・
編
纂
を
し
て
い
た
だ
い
た
『
中
央
区

沿
革
図
集
』
な
ど
の
資
料
紹
介
を
通
じ
、

あ
ら
た
め
て
読
み
物
と
し
て
、ま
た
調
査
・

研
究
用
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
、
追
悼
特
集
と
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

◇ 「
中
央
区
の
海
岸
線
」（
六
八
～
七
五

号
・
全
七
回
） 

（〔　

〕
内
は
そ
の
号
の
お
お
よ
そ
の

内
容
を
示
し
ま
す
。
以
下
同
じ
）

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
江
戸
開
府
以
前

か
ら
の
中
央
区
の
範
囲
の
「
原
形
」
を
確

認
し
、ど
の
よ
う
な
陸
地
と
海
が
分
布
し
、

変
化
し
た
の
か
が
考
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

六
八
号
（
そ
の
１
）〔
中
央
区
の
海
岸

線
・
三
十
間
堀
川
〕

　

 

一
七
メ
ー
ト
ル
の
帆
檣
／
ふ
た
た
び
第

３
号
／
帆
檣
へ
の
疑
問
／
塡て
ん

築ち
く

と
中
央

区
の
海
岸
線
の
原
形

　

 

六
九
号
（
そ
の
２
）〔
日
本
橋
台
地
で
海

岸
線
の
再
確
認
〕

　

 

前
号
の
あ
ら
ま
し
／
消
え
た
三
十
間
堀

川
／
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
／
三
十
間

堀
川
の
原
形
／
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄

図
／
汐
留
川
の
は
な
し
／
三
十
間
の
意

味
／
日
本
橋
台
地
／
偶
然
の
一
致

　

 

七
〇
号
（
そ
の
３
）〔
日
本
橋
台
地
＝
江

戸
前
島
の
範
囲
〕

　

 

続
「
日
本
橋
台
地
」
／
江
戸
前
島
／
五

万
分
の
一
地
盤
高
図
「
東
京
」
／
埋
立

地
の
高
さ
／
落
語
の『
野の

晒ざ
ら

し
』／『
掘

り
出
さ
れ
た
江
戸
時
代
』
／
収
集
・
視

察
の
記
録
／
江
戸
前
島
の
骨
と
埋
立
地

の
骨
／
見
か
た
を
変
え
る
と

　

 

七
一
号
（
そ
の
４
）〔
楓
川
と
10
本
の
船

入
堀
〕

　

 

高
速
道
路
の
下
は
海
岸
だ
っ
た
／
船
入

堀
と
埋
立
地
／
船
入
堀
の
建
設
／
な
ぜ

船
入
堀
か
／
伊
豆
石
運
搬
／
江
戸
図
屏

風
／
中
橋
広
小
路
（
そ
の
一
）

　

 

七
二
号
（
そ
の
５
）〔
中
橋
と
歌
舞
伎
発

祥
地
〕

　

 

中
橋
広
小
路
（
つ
づ
き
）
／
中
橋
と
紅

葉
川
／
中
橋
と
三
伝
馬
町
／
歌
舞
伎
発

祥
地
／
劇
場
の
場
所
／
歓
楽
街
の
移

動
／
芝
居
町
そ
の
後

　

 

七
三
号
（
そ
の
６
）〔
地
下
鉄
都
営
浅
草

線
の
路
線
〕

　

 

図
の
範
囲
と
浅
草
線
／
三
ツ
ま
た
の
変
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遷
／
浅
草
線
の
路
線
／
大
門
・
人
形

町
間
の
工
事
／
Ｎ
値
（
え
ぬ
ち
）
／

人
形
町
駅
と
吉
原
／
旧
石
神
井
川
河

口
／
思
案
に
く
れ
て

　

七
五
号
（
そ
の
７
）〔
埋
立
て
時
代
〕

　

 

本
願
寺
の
話
／
「
浜
」
が
「
浜
町
」

に
／
浅
草
と
の
関
係
／
浅
草
川
と
ス

ミ
ダ
川
／
汐
入
り
／
埋
め
立
て
時

代
／
築
地
い
ろ
い
ろ
／
Ｅ
東
日
本
橋

駅
・
Ｆ
馬
乗
馬
場
／
Ｇ
神
田
薬
師
・

遊ゆ

行ぎ
ょ
う

道
場
／
八
町
堀
の
場
合

◇ 「
中
央
区
の
“
み
ち
”」（
七
六
～

八
九
号
・
全
一
一
回
）

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
道
路
を
「
輪

切
り
」
に
し
て
、
そ
の
断
面
を
観
察
し

て
い
ま
す
。“
み
ち
”
と
し
た
の
は
「
土

木
工
事
の
結
果
と
し
て
の
構
造
物
で
は

な
く
、
人
間
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
い

た
道
路
の
あ
り
方
に
重
点
を
置
い
た
」

か
ら
で
す
。
江
戸
時
代
の
都
市
の
町
割

（
都
市
計
画
）は
道
路
を
中
心
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
整
備
さ
れ

た
町
の
あ
り
方
を
中
心
に
、“
み
ち
”
と

私
有
地
と
の
間
に
設
け
ら
れ
て
い
た
庇

地
と
下
水
と
の
関
係
な
ど
を
解
説
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
書

き
直
し
た
上
で
『
江
戸
の
み
ち
は
ア
ー

ケ
ー
ド
』と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

七
六
号
（
そ
の
１
）〔
明
暦
大
火
こ
ろ

の
町
地
〕

　

 

屏
風
絵
と
中
央
区
／
明
暦
の
大
火
／

放
火
の
的
の
江
戸
／
防
火
都
市
計

画
／
防
火
施
設
／
復
興
都
市
計
画
／

江
戸
の
道
路
の
構
造
／
大
伝
馬
町
の

場
合
／
下
水
の
は
な
し
／
下
水
の
フ

タ
／
公
道
と
私
有
地
の
境
い
／
ま
た

も
や
下
水

　

 

七
八
号
（
そ
の
２
）〔
道
を
中
心
と
し

た
町
の
構
造
〕

　
 

都
市
の
中
の
道
／
町
の
大
小
／
タ
テ

の
町
、
ヨ
コ
の
町
／
鎖
状
の
町
／
連

座
制
の
チ
ェ
ー
ン
／
日
本
の
都
市
の

広
場
／
五
人
組
の
こ
と
／
庇
ひ
さ
し

地ち

の
種

類
／
南
伝
馬
町
の
場
合
／
は
た
し
て

壱
間

　

 

七
九
号
（
そ
の
３
）〔
庇
地
に
つ
い
て
〕

　

 

前
回
の
あ
ら
す
じ
／
小
伝
馬
町
で

は
／
伝
馬
町
と
祭
り
／
釣つ
り

庇び
さ
し

三
尺
／

銀
座
地
区
の
場
合
／
道
幅
の
ち
が

い
／
中
橋
広
小
路
／
銀
座
の
道
幅
／

銀
座
煉
瓦
街
／
庇
地
と
洋
風
建
物

　

 

八
〇
号
（
そ
の
４
）〔
沽
券
図
と
都
市

施
設
〕

　

 

公
道
の
私
有
空
間
／
ピ
ロ
テ
ィ
建

築
／
い
く
つ
か
の
建
築
写
真
集
／
ふ

た
た
び
路
上
へ
／
沽
券
図
の
個
性
／

木
戸
の
あ
る
道
／
自
身
番
／
映
画
の

中
の
梯
子
／
路
上
の
検
察
・
裁
判
所

　

 

八
一
号
（
そ
の
５
）〔
番
屋
と
髪
結
床
〕

　

 

犯
罪
の
“
い
ち
ば
”
／
与
力
・
同
心

の
役
徳
／
辻
番
が
あ
っ
た
銀
座
／
霊

岸
島
の
七
不
思
議
／
銀
座
役
所
と
銀

座
会
所
と
大
判
座
／
髪か
み

結い

床ど
こ

／
道
路

“
開
通
”
す
！

　

 

八
三
号
（
そ
の
６
）〔
明
治
期
の
み
ち
〕

　

 

番
屋
取
払
い
／
裁
判
所
の
誕
生
／
東

京
と
改
称
／
庇
地
の
研
究
／
関
心
の

ち
が
い
／
道
路
清
掃

　

 

八
四
号
（
そ
の
７
）〔
川
鍋
曉
斎
展
に

み
る
大
番
屋
〕

　

 

特
集
「
大
番
屋
」
／
河
鍋
曉
斎
展
／

獄
屋
の
様
子
／
明
治
初
年
の
獄
屋
事

情
／
筆
禍
事
件
で
獄
屋
入
り
／
お
わ

り
に

　

 

八
五
号
（
そ
の
８
）〔
街
便
所
と
清
掃

問
題
〕

　
 

朝
令
暮
改
の
木
戸
・
自
身
番
屋
／
六

時
〆
切
／
街
頭
便
所
／
二
つ
の
川

柳
／
外
国
式
街
頭
便
所
／
外
国
と
洋

風
／
こ
の
場
合
の
「
外
国
」

　

 

八
六
号
（
そ
の
９
）〔
庇
地
と
下
水
の

取
扱
い
〕

　

 

銀
座
煉
瓦
街
の
欧
風
道
路
／
「
欧
風

道
路
」
／
同
時
代
の
報
道
／
道
路
と

下
水
の
取
り
合
い
／
江
戸
―
東
京

の
道
の
舗
装　

雲う
ん
で
い泥

の
差
／
道
路
も

金
色
／
道
路
の
舗
装

　

 

八
八
号
（
そ
の
10
）〔
銀
座
の
中
央
通

り
の
道
幅
〕

　

 

錦
絵
で
見
た
新
道
路
／
銀
座
煉
瓦
街

と
い
う
名
称
／
再
び
銀
座
の
道
幅
／

下
水
と
舗
装
／
日ひ

和よ
り

下げ

駄た

／
舗
装
の

思
い
出

　

 

八
九
号
（
そ
の
11
）〔
銀
座
の
中
央
通

り
の
変
化
〕

　

 「
へ
ど
ろ
搔
き
」
／
『
日
和
下
駄
』
と

銀
座
日
本
橋
／
そ
の
後
の
変
化
／
地

図
上
の
疑
問
／
砂
利
道
か
ら
割
栗
石

道
へ
／
舗
装
の
多
様
化
／
実
際
の
工

事
／
お
わ
り
に

◇ 「
中
央
区
の
“
橋
”」（
九
〇
号
～

九
九
号
・
全
九
回
）

　

続
編
も
含
め
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、

新
た
な
角
度
か
ら
“
橋
”
を
見
て
い
ま

す
。「
は
し
」
は
「
端
」
で
も
あ
り
、

「
端
」
と
「
端
」
を
結
ぶ
も
の
が
「
橋
」

で
あ
る
、
そ
し
て
異
な
る
世
界
を
結
ぶ

手
段
の
一
つ
が
「
橋
」
で
、
橋
に
は
「
対

岸
」
が
あ
る
と
い
う
考
え
が
元
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
橋
」
に
関
す
る
多

く
の
資
料
を
用
い
、
工
事
方
法
や
使
用

さ
れ
た
資
材
の
性
格
な
ど
を
詳
し
く
解
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説
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
は
書
き
直
さ
れ
た
上
で『
江
戸
の
橋
』

と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 
九
〇
号
（
そ
の
１
）〔
真
田
信
利
と
い

う
殿
様
〕

　

 

両
国
橋
／
い
つ
完
成
し
た
の
か
？
／

仮
橋
と
本
橋
／
橋
の
被
害
と
復
旧
／

改
架
工
事
の
う
ち
わ
け
／
木
材
が
来

な
か
っ
た
！
／
町
人
と
の
約
束
／
仮

橋
十
五
年

　

 

九
二
号
（
そ
の
２
）〔
上
州
と
江
戸
の

交
通
〕

　

 

沼
田
か
ら
の
手
紙
／
信
利
と
い
う
大

名
／
上
州
の
巨
木
／
沼
田
へ
の
旅
／

名
所
江
戸
百
景
／
「
江
戸
百
」
の
中

の
橋

　

 

九
三
号
（
そ
の
３
）〔
橋
材
と
瀬
替
え
〕

　

 

橋
の
修
理
／
用
材
の
質
と
寸
法
／
千

住
大
橋
の
こ
と
／
天
下
普
請
の
橋
／

荒
川
の
瀬
替
え
／
入
間
川
と
隅
田

川
／
桧
か
ら
槇
へ

　

 

九
四
号
（
そ
の
４
）〔
京
橋
地
区
の
町

名
の
一
貫
性
〕

　

 

汐
入
り
川
／
両
国
橋
掛
直
記
録
／
槙

か
槻
か
／
本
材
木
町
船
入
堀
の
埋
め

立
て
／
槙ま
き

づ
く
し
／
槙
の
意
味
／
槙

町
／
現
在
の
「
槙
町
」

　

 

九
五
号
（
そ
の
５
）〔
深
川
の
発
展
・

新
大
橋
と
永
代
橋
〕

　

 

素
材
と
し
て
の
槙
／
鹿
児
島
の
槙
／

や
ま
と
ふ
み
の
投
書
／
深
川
大
橋
か

ら
新
大
橋
／
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
／
芭
蕉
と
新
大
橋
／
五
十
賀
の

橋
／
あ
ま
り
木
余
聞

　

九
六
号
（
そ
の
６
）〔
町
人
管
理
橋
〕

　

 

そ
の
後
の
永
代
橋
／
屋
敷
と
身
分
制

度
／
幕
府
の
リ
ス
ト
ラ
／
廃
止
予
定

だ
っ
た
永
代
橋
／
や
は
り
材
質
か
／

橋
銭
訴
訟
／
橋
銭
・
掛
直
し
・
掛
継
／

夢
の
浮
橋
／
三さ
ん

橋き
ょ
う

会か
い

所し
ょ

／
江
戸
時

代
の
橋
の
技
術

　
 

九
七
号
（
そ
の
７
）〔
橋
杭
の
立
て
方
〕

　

 
天あ
め

の
浮う
き
は
し橋
／
『
山
崎
架
橋
図
』
／
橋

杭
は
打
ち
込
み
か
／
組
み
立
て
式
橋

脚
／
集
積
「
材
」
の
技
術
／
目
黒
の

太
鼓
橋
／
橋
の
大
敵
／
震ゆ
ら

ぎ
ど
め
／

縄
と
綱

　

 

九
八
号
（
そ
の
８
）〔
千
住
大
橋
と
吾

妻
橋
の
心
中
・
続
橋
杭
の
立
て
方
〕

　

 

女
性
の
野
次
馬
／
船
の
衝
突
／
十
六

艘
の
船
の
内
わ
け
／
事
故
の
後
始

末
／
岡
崎
・
矢や

作は
ぎ

橋
／
震ゆ
り

込こ

み
人
足

の
唄
／
打
ち
込
み
か
ら
震
り
込
み
へ

　

 

九
九
号
（
そ
の
９
）〔
続
・
続
橋
杭
の

立
て
方
〕

　

 

続
モ
ン
ケ
ン
／
Ｎ
値
も
同
じ
／
震ゆ

り

込
み
復
活
／
ば
い
尻
／
い
ま
の
震
り

込
み
／
一
橋
脚
は
「
一ひ
と
か
わ側

」
／
両
国

橋
の
橋
脚
／
風
景
画
と
実
際
／
震
り

込
み
深
度
／
日
本
橋
四
百
年

◇ 「
続
・
中
央
区
の
“
橋
”」（
一
〇

〇
～
一
二
一
号
・
全
二
一
回
）

　

 

一
〇
一
号
（
そ
の
１
）〔
橋
の
下
に
は

水
が
あ
る
〕

　

 

再
開
に
よ
せ
て
／
橋
は
年
表
／
大お
お
か
わ川

四
橋
／
深
川
開
発
／
そ
の
他
の
川
／

江
戸
城
と
川
／
臨
海
都
市「
江
戸
」／

江
戸
の
水
路
の
特
徴
／
徳
川
以
前
の

橋

　

 

一
〇
二
号
（
そ
の
２
）〔
中
世
の
橋
・

江
戸
の
高
橋
〕

　

 『
江こ
う

亭て
い

記き

』の
中
の
橋
／
江
戸
の
高
橋

の
位
置
／
『
東
京
地
質
図
』
／
江
戸

の
高
橋
／
高た
か
ば
し橋

の
理
由

　

 

一
〇
三
号
（
そ
の
３
）〔
江
戸
の
堀
川
〕

　

 

架
橋
八
八
周
年
／
二
つ
の
日
本
橋
／

『
慶
長
見け
ん

聞も
ん

集し
ゅ
う』の
日
本
橋
／
要
約
と

問
題
点
／
橋
は
い
つ
架
け
ら
れ
た

か
／
慶
長
八
年
と
い
う
年
／
堀ほ
り
か
わ川
の

意
味
／
真
相
が
分
か
る
資
料

　

 

一
〇
四
号
（
そ
の
４
）〔
江
戸
の
水
辺

の
原
形
〕

　

 

タ
イ
ト
ル
の
話
し
／
『
見
聞
集
』
の

見
聞
／
銭
瓶
橋
／
た
な
橋
と
天
竺

橋
／
道
三
堀
の
出
入
り
口
／
日
本
橋

は
何
時
出
来
た

　

 

一
〇
五
号
（
そ
の
５
）〔
人
工
河
川
日

本
橋
川
〕

　

 

川
の
両
岸
／
五
つ
の
条
件
の
検
討
／

日
本
橋
の
井
戸
／
日
本
橋
川
の
断

面
／
土
木
工
事
の
特
徴

　

 

一
〇
六
号
（
そ
の
６
）〔
東
京
の
石
造

ア
ー
チ
橋
〕

　

 

城
の
東
側
の
外
堀
／
鍛
冶
橋
人
／
石

造
ア
ー
チ
橋
／
ア
ー
チ
の
下
の
映
画

館
／
肥
後
の
石
工
／
江
戸
の
太
鼓

橋
／
鉄
橋
弾だ
ん

正じ
ょ
う

橋

　

 

一
〇
七
号
（
そ
の
７
）〔
取
捨
選
択
の

時
代
〕

　

 

眼
鏡
橋
の
普
及
／
“
近
代
化
”
の
足

取
り
／「
明
治
初
期
の
橋
梁
年
表
」／

「
博
愛
的
拠
出
」
／
「
眼
鏡
橋
」
の
盛

衰
／
景
観
設
計
の
犠
牲

　

 

一
〇
八
号
（
そ
の
８
）〔
金
物
泥
棒
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
〕

　

 

橋
の
維
持
管
理
／
贓ぞ
う
ぶ
つ物
の
話
／
橋
と

「
御
触
」（
町
触
）
／
貴
重
な
「
古
か

ね
」
／
橋
の
鉄か
な
も
の物
／
繰
り
返
す
禁

令
／
昔
も
今
も

　

 

一
〇
九
号
（
そ
の
９
）〔
金
物
献
納
と

そ
の
被
害
者
た
ち
〕

　

 

見
な
い
こ
と
に
は
／
金
属
不
足
始
ま

る
／
本
格
的
戦
争
の
前
に
／
金
属
回

収
の
実
態
／
空
か
ん
回
収
／
当
時
の
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用
語
に
つ
い
て
／
五
七
年
前
の
遺

跡
／
な
ぜ
「
意
識
」
な
の
か
／
中
央

区
近
代
橋
梁
調
査

　

 
一
一
〇
号
（
そ
の
10
）〔
昭
和
五
年
当

時
の
区
内
の
川
と
橋
〕

　

 

早
す
ぎ
た
『
海
国
兵
談
』
／
水
の
上

の
境
／
日
本
橋
区
・
京
橋
区
の
河
川

名
／
も
う
一
つ
の
荒
川
支
川
／
埋
め

ら
れ
た
外
濠
／
映
画「
パ
ー
ル
・
ハ
ー

バ
ー
」
／
外
濠
の
役
割

　

 

一
一
一
号
（
そ
の
11
）〔
掘
っ
た
り
埋

め
た
り
都
市
の
川
〕

　

 「
江
戸
前
島
」に
掘
ら
れ
た
川
／
洪こ
う

積せ
き

地ち

が
選
ば
れ
た
／
外
濠
は
平
川
の
バ

イ
パ
ス
／
横
断
運
河
紅
葉
川
／
紅
葉

川
の
橋
／
紅
葉
川
の
埋
立
／
楓
川
と

そ
の
橋

　

 

一
一
二
号
（
そ
の
12
）〔
湊
町
だ
っ
た

京
橋
地
区
〕

　

 

横
断
運
河
十
一
本
／
日
本
橋
二
丁
目

遺
跡
／
舟ふ
な
い
り入
堀ぼ
り

計
画
／
巨
石
の
必
要

性
／
港
湾
施
設
と
輸
送
路
と
／
家
康

の
許
し
で
実
現
／
石
綱
船
と
修し
ゅ
ら羅
／

そ
の
後
の
町
の
移
動

　

 

一
一
三
号
（
そ
の
13
）〔
公
表
さ
れ
た

疲
労
亀
裂
〕

　

 

橋
の
形
ぎ
ょ
う
そ
う相

／
道
路
の
橋
脚
／
橋
と
道

路
／
モ
ノ
の
寿
命
／
京
橋
川
と
京

橋
／
銀
座
の
意
味
／
銀
座
の
匂
い
／

初
期
の
「
銀
座
地
区
」
の
範
囲

　

 

一
一
四
号
（
そ
の
14
）〔
埋
立
地
で
は

な
い
場
所
・
銀
座
〕

　

 「
銀
座
地
区
」の
周
囲
／
芝
口
御
門
／

再
出
三
十
間
堀
／
「
銀
座
」
東
側
の

埋
立
地
／
意
外
な
河
岸
の
広
さ

　

 

一
一
五
号
（
そ
の
15
）〔
職
人
の
町
木

挽
町
〕

　

 

開
府
四
百
年
／
三
十
間
堀
川
の
東

岸
／
木こ

挽び
き

町ち
ょ
う

／
木
挽
き
の
風
景
／

消
え
た
木
挽
き
た
ち
／
三
十
間
堀
川

の
橋

　
 

一
一
六
号
（
そ
の
16
）〔
杭
上
都
市
の

成
立
・
江
戸
名
所
図
屏
風
で
の
比
較
〕

　

 

橋は
し

と
端は
し

／
劇
場
街
木
挽
町
／
地
点
の

確
認
／
地
図
と
の
比
較
／
木
挽
町
の

地
価
／
江
戸
劇
場
街
成
立
地

　

 

一
一
七
号
（
そ
の
17
）〔
水
ぎ
わ
の
盛

り
場
〕

　

 

江
戸
劇
場
街
の
実
態
／
杭
上
家
屋
／

「
傾か
ぶ

く
」
／
「
厳げ
ん

有ゆ
う
い
ん院
殿で
ん

御ご

実じ
っ
き紀
」
／

劇
場
街
の
水
道

　

 

一
一
八
号
（
そ
の
18
）〔
戦
前
の
外
濠

埋
立
計
画
・
八
重
洲
口
の
誕
生
〕

　

 

君
の
名
は
／
外そ
と

濠ぼ
り

埋
め
立
て
／
未
見

の
資
料
／
資
料
の
説
明
／
発
行
時
点

の
推
定
／
数
寄
屋
橋
附
近
整
理
完
成

後
の
鳥
瞰
図

　

 

一
一
九
号
（
そ
の
19
）〔
橋
の
大
き
さ
〕

　

 

小
さ
な
橋
／
新に
っ
た田

橋ば
し

／
弾だ
ん

正じ
ょ
う

橋ば
し

／

八
幡
橋
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
江

東
区
富
岡
一
丁
目
二
番
七
号
／
第
２

編
の
表
と
解
説
記
事
／
中
央
区
最
狭

の
松
幡
橋
／
楓
か
え
で

川が
わ

の
橋
／
橋
の
寸
法

な
ど
の
違
い

　

 

一
二
〇
号（
そ
の
20
）〔
水
辺
の
近
代
化
〕

　

 

昔
の
橋
の
実
際
／
三
ッ
橋
の
は
な

し
／
古
記
録
へ
の
疑
問
／
数
え
た
り

「
一
厘
」／
船
と
水
路
の
近
代
化
／
帝

都
復
興
事
業
の
意
味
／
三
ッ
橋
の
変

化
／
江
東
地
区
の
三
ッ
橋

　

一
二
一
号
（
そ
の
21
）〔
ま
と
め
〕

　

 

長
す
ぎ
ま
し
た
／
橋
シ
リ
ー
ズ
／
橋

シ
リ
ー
ズ
一
覧
／
橋
の
資
料

◇ 「
変
り
ゆ
く
都
市
像
」（
一
二
二
～

一
五
〇
号
・
全
二
九
回
）

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、「
江
戸
の
中
の

江
戸
」
で
あ
っ
た
中
央
区
の
中
心
に
、

新
陳
代
謝
を
繰
り
返
す
《
い
き
も
の
》

で
あ
る
都
市
の
変
遷
の
あ
り
方
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
連
載
が

ハ
ー
ド
面
の
《
都
市
の
条
件
》
に
重
点

を
置
い
て
き
た
の
に
対
し
、
都
市
と
は

「
人
」
と
「
モ
ノ
」
と
「
情
報
」
の
交
流

の
場
で
あ
る
、
と
い
う
《
く
く
り
か
た
》

で
、
ソ
フ
ト
面
に
切
り
口
を
変
更
し
て

新
し
い
《
都
市
》
を
見
つ
け
よ
う
と
い

う
試
み
で
す
。

　

 

一
二
二
号　

⑴　
〔
近
世
都
市
・
江
戸

の
ス
タ
ー
ト
〕

　

 

は
じ
め
に
／
「
オ
ラ
ン
ダ
西
鶴
」
／

短
編
小
説
の
名
手
／
諸
国
と
海
外
／

銀か
ね

が
落お
と
して

あ
る
／
江
戸
だ
な
／
近
世

都
市
の
ス
タ
ー
ト
／
新
興
都
市
で
は

　

 

一
二
三
号　

⑵　
〔
市
・
市
場
と
「
い

ち
ば
」〕

　

 

都と

鄙ひ

問も
ん
ど
う答

／
市い
ち

・
市い
ち
ば場

・
い
ち
ば
／

文
章
と
心
象
風
景
／
一
神
教
と
多
神

教
（
汎
神
論
）

　

 

一
二
四
号　

⑶　
〔「
市
場
法
」
の
公

布
施
行
〕

　

 

市
場
の
大
変
貌
／
市し
じ
ょ
う場

の
誕
生
／
社

会
事
業
は
赤せ
き
か化

防
止
策
／
統
制
経
済

の
ス
タ
ー
ト
／
極ご
く
あ
く悪

と
さ
れ
た
相
対

取
引
／
「
い
ち
ば
」
論
議
の
実
例
／

競
り
売
り
の
見
学
／
樽
単
位
か
ら
三

グ
ラ
ム

　

 

一
二
五
号　

⑷　
〔「
い
ち
ば
」
と
伝

道
キ
ャ
ラ
バ
ン
〕

　

 「
い
ち
ば
」
の
〈
統
制
〉
／
「
い
ち

ば
」
の
立
地
条
件
／
伝
道
キ
ャ
ラ
バ

ン
／
東
ア
ジ
ア
の
変
化
／
情
報
の

「
い
ち
ば
」

　

 

一
二
六
号　

⑸　
〔「
い
ち
ば
」
の
構

造
と
都
市
施
設
〕
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福ふ
く

岡お
か
の

市い
ち

／
「
い
ち
」
の
あ
り
さ
ま
／

二
軒
の
布
屋
と
穀こ
く

屋や

？
／
仮
面
屋
／

「
い
ち
ば
」
の
構
造
／
「
い
ち
ば
」
の

人
々
／
被か
ぶ

り
物も
の

　

一
二
七
号　

⑹　
〔
堀
川
の
役
割
〕

　

 

川
の
役
割
／
堀
川
風
景
／
都
会
の
河

川
名
の
比
較

　

 

一
二
八
号　

⑺　
〔
江
戸
最
初
の
市

場
と
本
町
通
り
の
道
筋
〕

　

 

い
ち
ば
の
「
絵
」
／
江
戸
初
期
の
い

ち
ば
／
最
初
の
市
場
／
「
町
」
と
第

二
次
天
下
普
請
／
本ほ
ん
ち
ゃ
う町の

意
味

　

 

一
二
九
号　

⑻　
〔
日
比
谷
入
江
の

埋
立
と
通
り
町
筋
〕

　

 

日
本
橋
南
／
水
源
を
た
ち
切
る
／
円

覚
寺
領
江
戸
前
島
／
日
本
橋
川
掘

割
／
唐
人
一
官
の
地
所

　

 

一
三
〇
号　

⑼　
〔
関
東
地
方
に
見

る
都
市
の
原
形
〕

　

 

城
主
と
都
市
／
旧
徳
川
領
に
入
部
し

た
大
名
／
武
蔵
の
場
合
／
「
市
場
之

祭
文
」

　

一
三
一
号　

⑽　

旅
行
く
人
々

　

 

主
要
街
道
の
宿
駅
／
中
世
の
旅
人
の

役
割
／
時
宗
二
大
寺
の
場
合
／
一
向

宗
と
鷲
宮
の
場
合

　

一
三
二
号　

⑾　

市
場
の
定
着

　

 

法
華
大
将
／
本
阿
弥
光
悦
／
楽
市
楽

座
／
商
工
業
者
の
定
着
／
銭ぜ
に

瓶が
め

橋ば
し

／

太
田
道
灌
の
銭
遣
い

　

 

一
三
三
号　

⑿　

市
場
原
理
と
い
う

も
の

　

 

五
百
二
十
三
年
前
の
江
戸
湊
／
市
場

災
害
の
影
響
／《
市
場
原
理
》／『
魏

志
倭
人
伝
』

　

一
三
四
号　

⒀　

東
西
の
市
場

　

 

古
い
事
柄
の
最
新
情
報
／
中
国
の
市

場
／
日
本
の
官
市

　

 

一
三
五
号　

⒁　

近
代
欧
米
の
都
市

施
設

　
 

忙
し
か
っ
た
10
月
／
10
月
中
旬
の
新

聞
見
出
し
／
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
と

市
場
論
／
不
安
定
な
市
場
／
古
代
日

本
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ

　

 

一
三
六
号　

⒂　
《
や
さ
し
い
経
済

学
》

　

 

資
本
主
義
は
い
つ
か
ら
？
／
日
本
の

場
合
／
《
最
近
の
経
済
学
》
／
中
央

区
内
の
取
引
所
（
市
場
）
／
多
彩
な

商
品

　

 

一
三
七
号　

⒃　

風
土
記
の
中
の
市

場

　

 

千
三
百
年
前
の
宅
配
業
者
／
長
屋
王

邸
宅
発
掘
／
「
風
土
記
」
に
見
る

「
市
」
／
『
常
陸
国
風
土
記
』
／
『
出

雲
国
風
土
記
』
の
「
市い
ち
び
と人

」
／
『
播
磨

国
風
土
記
』／『
豊と
よ
く
に
の

後
国
風み
ち
の
し
り

土
記
』／

『
肥
ひ
の
み
ち
の
く
ち
の
く
に

前
国
風
土
記
』
／
終
わ
り
に

　

一
三
八
号　

⒄　
《
種
々
な
市
》

　

 〔
纏ま
き
む
く向
遺
跡
〕
の
原
形
／
「
日
本
書

紀
」
で
は
／
天
皇
陵
の
謎
／
市
と

屯み
や
け倉

　

一
三
九
号　

⒅　
《
種
々
な
市
》

　

 

市
と
屯み
や
け倉

（
承
前
）
／
中
央
区
内
の

市
場
／
生
鮮
食
品
市
場
で
は

　

一
四
〇
号　

⒆　
《
風
評
と
市
場
》

　

 「
風
評
」
と
市
場
／
実
情
報
告
／
「
い

ち
ば
」概
観
／「
ほ
う
け
ん
」と
は
／

都
市
の
誕
生

　

 

一
四
一
号　

⒇　
《
再
考
「
山
・
里
・

野
》

　

 （
承
前
）
都
市
の
誕
生
／
歌
の
思
い

出
／
山
岳
集
落
／
「
里
に
来
た
」
／

「
野
」
の
場
合

　

 

一
四
二
号（
番
外
）京
橋
図
書
館「
戦

中
日
誌
」

　

 

検
閲
と
は
何
か
／
新
資
料
発
見
／

《
検
閲
ガ
ラ
》
の
利
用
の
実
態
／
「
戦

中
日
誌
」
で
見
た
生
活
／
無
事
の
連

続

　
 

一
四
三
号　

�　
《「
里さ
と

」と「
野の

」と
》

　

 「
野
」
の
場
合
（
続
き
）
／
「
野
」
の

「
里
化
」／
自
動
車
春
秋●

／
首
相
の
市

場
観

　

 

一
四
四
号　

�　
〔「
出
会
い
」・「
共

栄
」
の
場
こ
そ
市
場
そ
の
も
の
〕

　

 「
里さ
と

」
の
末
路
／
再
掲
「
首
相
の
市
場

観
」
／
市
場
論
の
個
性
／
経
済
教
室

と
「
市
場
之
祭
文
」
／
「
共
有
地

（
池
？
）
の
悲
劇

　

 

一
四
五
号　

�　
〔「
い
ち
ば
」
の
姿

の
一
断
面
（
本
所
梅
屋
敷
か
ら
）〕

　

 

二
百
年
前
の「
春
」／
日
本
橋
の
力
／

都
市
景
観
の
実
態
／
日
本
橋
と
本
所

梅
屋
敷

　

 

一
四
六
号　

�　
〔
下
総
と
武
州
の

ち
が
い
〕

　

 

二
百
年
前
の
「
武
州
」
／
下
総
の
梨

産
地
／
与よ

力り
き

同ど
う
し
ん心

大お
お
な
わ縄

拝
領
屋
敷
／

再
び
フ
ル
ー
ツ
産
地
ス
ケ
ッ
チ

　

 

一
四
七
号　

�　
〔
都
市
的
変
化
の

好
例
を
み
る
〕

　

 

市
場
へ
の
疑
問
／
東
京
・
大
阪
両
市

場
の
統
合
／
市
場
性
を
失
っ
た
都

市
／
基
準
地
価
の
推
移

　

 

一
四
八
号　

�　
〔
情
報
社
会
の「
い

ち
ば
」
事
情
〕

　

 

入
札
も
神
意
／
現
代
の
「
い
ち
ば
」

事
情
／
首
相
の
反
応
／
二
番
目
の
小

記
事
／
「
ガ
ン
バ
レ
・
リ
ケ
ジ

ョ
！
」
／
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
種
類
／
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｐ
（
ス
タ
ッ
プ
）
報
道
／
東
大

の
場
合

　

 

一
四
九
号　

�　
〔
現
在
の「
日
本
の

市
場
」
状
況
〕

　

 

新
細
胞
《
真
贋
》
論
争
／
第
三
者
と
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は
別
個
に
／
６
月
上
旬
の
状
況
／

「
迫は
く
し
ん真
」
の
連
載

　
 

一
五
〇
号　

�　
〔
東
京
の
東
西
南

北
〕

　

 

途
中
中
断
の
お
詫
び
／
敗
戦
直
後
の

東
京
事
情
／
「
城
」
を
中
心
に
し
た

地
域
名
／
「
西
郊
」
＝
「
下
宿
屋
の

町
」
／
都
心
の
「
日
京
２
区
」
／
図

書
館
で
資
料
の
刊
行

◇ 『
中
央
区
沿
革
図
集
』　

京
橋
篇
・

日
本
橋
篇
・
月
島
篇

　

鈴
木
先
生
は
、『
中
央
区
年
表
』
や

『
中
央
区
三
十
年
史
』の
編
纂
に
も
携
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
文
字
で
詳
細
に
書
か

れ
た
二
つ
の
資
料
に
対
し
、
中
央
区
を

中
心
に
し
た
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で

を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
調
べ
ら
れ
る
地
図
集

が
『
中
央
区
沿
革
図
集
』
で
す
。「
地
図

は
見
る
も
の
で
は
な
く
、
読
む
も
の
」

と
い
う
考
え
の
も
と
に
、“
読
め
て
”、

見
て
、
楽
し
め
る
地
図
集
を
目
指
し
て

編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
か
ら
東
京

の
町
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

一
つ
の
柱
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
た
く

さ
ん
の
地
図
資
料
を
も
と
に
、
中
央
区

を
取
り
巻
く
自
然
条
件
を
確
認
し
、
都

市
の
制
度
が
実
際
の
町
並
み
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
か
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
五
年
度
か
ら
七

年
度
に
か
け
て
一
冊
ず
つ
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
初
に
発
行
さ
れ
た
月
島
篇
は
、
潮

の
干
満
に
よ
っ
て
「
見
え
か
く
れ
す
る

洲
」
だ
っ
た
月
島
が
ど
の
よ
う
な
条
件

と
社
会
的
理
由
に
よ
っ
て
、
現
在
の
月

島
地
区
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
を
東
京
湾
の
埋
立
事
業
と
の
関
係
で

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
初
め
て
意
識
的

に
工
業
地
帯
が
計
画
さ
れ
た
新
天
地

〔
月
島
地
区
〕
の
“
意
味
”
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

江
戸
・
東
京
の
海
の
玄
関
口
で
あ
っ
た

〔
月
島
地
区
〕
の
移
り
変
わ
り
を
可
能
な

限
り
再
確
認
す
る
た
め
の
資
料
を
集
め

る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
最

大
の
特
徴
と
し
て
は
、
築
島
百
年
記
念

行
事
に「
昭
和
七
～
十
一
年
火
保
図
」の

空
白
に
現
住
民
や
か
つ
て
の
住
民
の
方

に
書
き
込
ん
で
い
た
だ
い
た
地
図
「
記

憶
の
中
の
月
島
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

次
に
発
行
さ
れ
た
日
本
橋
篇
で
は
、

家
康
が
江
戸
入
り
し
た
当
時
の
姿
や
中

央
区
の
範
囲
の
土
地
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
地
盤
図
、
区
民
有
形
文
化

財
で
あ
る
『
寛
保
沽
券
図
』、
帝
都
復
興

区
画
整
理
図
、
祭
礼
の
産
子
町
を
図
化

し
た
「“
祝
祭
都
市
”
日
本
橋
」
の
図
を

メ
イ
ン
に
江
戸
か
ら
現
代
ま
で
の
町
並

み
の
変
化
を
追
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

江
戸
期
の
日
本
橋
地
区
も
現
在
同
様
、

日
本
を
実
質
的
に
代
表
す
る
場
所
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
高
度
成
長
期
の
地
区
の

様
子
ま
で
、
時
代
の
流
れ
を
立
体
的
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
刊
行
さ
れ
た
京
橋
篇
は
、
三

つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ひ

と
つ
は
、
世
界
的
港
湾
都
市
江
戸
湊
と

バ
タ
ビ
ア
の
湊
の
比
較
か
ら
当
時
の
世

界
の
都
市
へ
の
視
点
が
あ
っ
た
こ
と
の

紹
介
。
次
に
、
路
線
価
格
や
税
金
（
聞

小
間
）
な
ど
の
情
報
を
載
せ
た
地
図
＝

沽
券
図
を
通
じ
て
視
覚
か
ら
中
央
区
の

都
心
性
が
分
か
る
よ
う
な
工
夫
を
し
た

こ
と
。
最
後
に
、
歴
史
的
に
都
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
骨
格
だ
っ
た
、
土
地
・

家
屋
所
有
者
に
関
す
る
公
的
な
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
地
図
集
は
、
最
後
の

も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ

と
。
こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
新
旧
の
京
橋

地
区
の
変
遷
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、『
中
央
区
沿
革
図
集
』
は
第
一
六

回
地
名
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

◇「
東
京
を
語
る
会
」

　

昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
か
ら
開

催
し
て
い
た
講
演
会
で
す
。
鈴
木
先
生

に
は
、
第
一
五
回
の
「
江
戸
の
お
ま
つ

り
」（
昭
和
五
〇
年
六
月
二
八
日
）
と
第

五
一
回
の
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
16
―
江
戸
湊

の
な
り
た
ち
―
」（
昭
和
六
二
年
五
月
二

三
日
）、
第
七
四
回
の
「
江
戸
の
町
の
な

り
た
ち
」（
平
成
一
〇
年
一
〇
月
二
四

日
）
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇ 

次
号
か
ら
筆
者
が
交
代
し
、
新
シ

リ
ー
ズ
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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◇地域資料室所蔵著作リスト

タ  イ  ト  ル 著 者 表 示 出 版 者 出版年 請求記号

家主さんの大誤算－地主・家主の役割から見た、
江戸東京の住まいと暮らし。－（三省堂選書 169）

鈴木理生著 三省堂 1992 K 205 ス

江戸商家と地所－江戸草分け町家の存続と守成－ 鈴木理生著 青蛙房 2000 K 673 ス

えどちりQuestion 其の１（ものしりミニシリーズ）
江戸のかたち編－江戸の地形と都市計画－

鈴木理生著 人文社 2008 K 205 ス

えどちりQuestion 其の２（ものしりミニシリーズ）
江戸のしくみ編－古地図でみる江戸の都市制度－

鈴木理生著 人文社 2008 K 205 ス

江戸っ子歳事記 鈴木理生著 三省堂 2008 K 385 ス

江戸・東京の地理と地名－スーパービジュアル版
「町」から「街」へ－時を超えた東京散歩－

鈴木理生著 日本実業出版社 2006 K 20 ス

江戸と江戸城－家康入城まで－ 鈴木理生著 新人物往来社 1975 K 205 ス

江戸と城下町－天正から明暦まで－ 鈴木理生著 新人物往来社 1976 K 205 ス

江戸の川・東京の川 鈴木理生著 井上書院 1989 K 517 ス

江戸の川・東京の川（放送ライブラリー 16） 鈴木理生著 日本放送出版協会 1978 K 517 ス

江戸の都市計画－都市のジャーナリズム－ 鈴木理生著 三省堂 1988 K 329 ス

江戸の橋
（角川ソフィア文庫 SP-I-11-6 シリーズ江戸学）

鈴木理生著 角川学芸出版 2008 K 515 ス

江戸の橋 鈴木理生著 三省堂 2006 K 515 ス

江戸の町は骨だらけ 鈴木理生著 桜桃書房 2002 K 205 ス

江戸の町は骨だらけ（ちくま学芸文庫） 鈴木理生著 筑摩書房 2004 K 205 ス

江戸のみちはアーケード 鈴木理生著 青蛙房 1997 K 329 ス

江戸はこうして造られた（ちくま学芸文庫） 鈴木理生著 筑摩書房 2000 K 329 ス

大江戸の正体 鈴木理生著 三省堂 2004 K 205 ス

お世継ぎのつくりかた－大奥から長屋まで江戸の性
と統治システム－

鈴木理生著 筑摩書房 2006 K 38 ス

お世継ぎのつくりかた－大奥から長屋まで江戸の性
と統治システム－（ちくま学芸文庫 ス5-3）

鈴木理生著 筑摩書房 2010 K 38 ス

川を知る事典－日本の川・世界の川－ 鈴木理生著 日本実業出版社 2003 K 517 ス

区の誕生 鈴木理生著 中央区文化・
国際交流振興協会

1997 K 206 ス
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タ  イ  ト  ル 著 者 表 示 出 版 者 出版年 請求記号

古写真で見る江戸から東京へ 小沢健志監修
鈴木理生監修

世界文化社 2001 K 2007 
コ

古地図から読みとる西洋が見た“ニッポン” 鈴木理生著 中央区立
京橋図書館

1991 K 201 ス

図説江戸・東京の川と水辺の事典 鈴木理生編著 柏書房 2003 K 517 ス

多摩・東京―その百年（多摩歴史叢書 ２） 鈴木理生著 たましん地域文化
財団

1993 K 26 ス

千代田区の歴史（東京ふる里文庫 ５） 鈴木理生文
東京にふる里
をつくる会編

名著出版 1978 K 211 ス

東京の地名がわかる事典－読む・知る・愉しむ－ 鈴木理生編著 日本実業出版社 2002 K 20 ス

東京の地理がわかる事典－読む・知る・愉しむ－ 鈴木理生編著 日本実業出版社 1999 K 20 ス

都市空間としての江戸の城下町 鈴木理生著 K 204 ス

幻の江戸百年（ちくまライブラリー 57） 鈴木理生著 筑摩書房 1991 K 329 ス

明治生れの町神田三崎町 鈴木理生著 青蛙房 1978 K 211 ス

中央区年表　昭和時代９
公害の頂点篇－昭和40～44年－

中央区立
京橋図書館編

中央区立
京橋図書館

1990 K 212 チ
11

中央区年表　昭和時代11（昭和50～54年）
円高不況期篇

中央区立
京橋図書館編

中央区立
京橋図書館

1992 K 212 チ
13

中央区沿革図集－月島篇－ 中央区立
京橋図書館編

中央区立
京橋図書館

1994 K 2123 
チ

中央区沿革図集－日本橋篇－ 中央区立
京橋図書館編

中央区立
京橋図書館

1995 K 2121 
チ

中央区沿革図集－京橋篇－ 中央区立
京橋図書館編

中央区立
京橋図書館

1996 K 2122 
チ
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